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１．当四半期決算に関する定性的情報

 第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）等を

適用し、「四半期純利益」を「親会社株主に帰属する四半期純利益」としております。 

 

（１）経営成績に関する説明 

当第２四半期連結累計期間において、日本株式市場は、日本経済の自立回復に対する期待の高まりを背景に、期

の前半は海外投資家や個人投資家の強気見通しが優勢で株高となりましたが、期の後半は中国のリスクが顕在化し

たこと等により非常に不安定な状態になりました。韓国株式市場も、期初は海外資金の流入から堅調に推移いたし

ましたが、５月下旬以降は中東呼吸器症候群（MERS＝マーズ）の感染者拡大、地政学的リスクの高まり及び中国市

場の混乱等が影響し軟調に推移しました。 

このような市場環境のもと、当社グループの当第２四半期連結会計期間末における運用資産残高は、日本の投資

信託に対して資金が継続して流入したものの、韓国の大口顧客より一部解約を受けたことから、前連結会計年度末

に比して金額で883億円、比率で9.6％減少し、8,358億円となりました。 

当社グループの運用資産残高は減少しましたが、一方で比較的報酬料率の高い日本の投資信託に対する継続的な

資金流入により収益性はかえって高まったことによって残高報酬が増加した他、好調な運用成績に伴う成功報酬の

計上が前年同期に比べ大幅に増加した結果、当社グループの業績は13億31百万円の営業利益となりました。 

 

日本株式を投資対象とする運用戦略については、不安定な市場環境下にありながら、外部専門機関からの高い評

価を背景に、受賞ファンドの販売会社に加わっていただいた野村證券様経由の資金が継続して流入しております。

私どもの投資哲学や運用スタイルへの関心も高く、講演等の依頼も多数寄せられていることもあり、日本の個人投

資家の皆様にさらにSPARXブランドを幅広く認知頂くよう、広報及び宣伝活動を積極化しております。また、欧

州・米国・韓国でも、私どもの運用をベースとする各地の規制に則った公募投信が提供されておりますが、その残

高も着実に拡大しており、グロ－バルに日本株の公募投信を提供する、数少ない日本の運用会社としての強みを更

にアピ－ルして参ります。 

再生可能エネルギー発電事業を投資対象とする運用戦略については、運用資産残高が順調に拡大し、投資対象も

太陽光、風力から、地熱・バイオマスなどへと拡大しております。また、子会社であるスパークス・アセット・ト

ラスト＆マネジメント株式会社（以下、「SATM社」という。）において、必要な行政庁の認可等を取得することを

前提に、東京証券取引所が開設した上場インフラファンド市場への参入を目指し、引き続き準備を行っておりま

す。 

不動産等を投資対象とする運用戦略については、10月下旬にSATM社が、東京都が新たに創設する「官民連携福祉

貢献インフラファンド」のファンドマネジャーの１社に選定されました。今後、組合出資者を募り、地域のニーズ

に対応した子育て支援施設を含む福祉貢献型建物の整備・促進を図る事業に投資するファンドを、来年２月を目処

に立ち上げてまいります。 

加えて、新たな取り組みとして次世代の成長に資する投資を長期的な視点から実践し、投資会社として未来を創

造する新たな領域を開拓するため、トヨタ自動車様及び三井住友銀行様と新ファンド設立に向けた連携で合意いた

しました。現在、出資規模・その他の出資者・投資対象などの詳細な検討を進めており、ファンドの設立準備を行

っております。 

 

上記の結果、当第２四半期連結累計期間における残高報酬は、前年同期比31.6％増の29億80百万円となりまし

た。また、成功報酬（注１）は、前年同期比229.3％増の８億34百万円となり、その他収益はアドバイザリー業務に

係る報酬及び再生可能エネルギー発電事業に係る各種フィーを計上したこと等により前年同期比83.2％増の５億89

百万円となりました。これらの報酬を合計し、営業収益は前年同期比55.1％増の44億４百万円となりました。 

営業費用及び一般管理費に関しては、前年同期比22.8％増の30億73百万円となりました。これは、韓国子会社に

係るのれんの償却が前第２四半期連結累計期間において一部終了したことにより減少したものの、運用資産残高の

拡大に伴う支払手数料の増加、業容拡大に伴う人件費等の増加、業績に連動する賞与引当金繰入額の増加などによ

り費用が増加したものです。 

この結果、営業利益は前年同期比294.2％増の13億31百万円、また、主に受取利息55百万円等の計上により経常

利益は前年同期比195.9％増の13億67百万円となりました。さらに、当社が保有する投資有価証券の一部売却によ

る投資有価証券売却益５億18百万円を特別利益に計上した結果、親会社株主に帰属する四半期純利益は前年同期比

223.1％増の15億56百万円となりました。 

 

（注１）成功報酬には、不動産購入・売却に対して当社グループがファンドから受ける一時的な報酬を含めております。 

（注２）当第２四半期連結会計期間末（平成27年９月末）運用資産残高は速報値であります。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更） 

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」

という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等

会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社

の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用とし

て計上する方法に変更しております。また、当第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合について

は、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半

期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分

から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累

計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。 

 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事

業分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、当第１四半期連結会計期間の期首時点か

ら将来にわたって適用しております。

 これによる損益に与える影響はありません。

 

（会計上の見積りの変更）

（耐用年数の変更）

 当社は、取締役会で本社移転に関する決議をいたしました。

 この本社移転に伴い利用見込みのない建物附属設備等につきまして、移転予定日までの期間で減価償却が完了す

るように当第２四半期連結会計期間より、耐用年数を変更しております。

 これにより、従来の方法に比べて当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利

益が62百万円それぞれ減少しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金・預金 12,709 11,946 

有価証券 － 507 

前払費用 70 92 

未収入金 147 400 

未収委託者報酬 298 420 

未収投資顧問料 866 985 

預け金 503 503 

繰延税金資産 403 563 

その他 271 429 

貸倒引当金 △5 △5 

流動資産計 15,265 15,844 

固定資産    

有形固定資産 136 60 

無形固定資産    

ソフトウエア 10 14 

のれん 506 215 

無形固定資産合計 516 229 

投資その他の資産    

投資有価証券 3,275 3,077 

差入保証金 245 231 

長期貸付金 － 50 

繰延税金資産 5 4 

その他 21 19 

貸倒引当金 △16 △16 

投資その他の資産合計 3,531 3,366 

固定資産計 4,184 3,657 

資産合計 19,450 19,502 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

未払手数料 150 156 

未払金 575 286 

前受金 271 90 

預り金 92 66 

未払法人税等 215 243 

賞与引当金 － 389 

その他 47 93 

流動負債計 1,354 1,326 

固定負債    

長期借入金 3,000 3,000 

退職給付に係る負債 6 20 

繰延税金負債 248 31 

その他 54 48 

固定負債計 3,308 3,101 

特別法上の準備金    

金融商品取引責任準備金 0 0 

特別法上の準備金合計 0 0 

負債合計 4,662 4,427 

純資産の部    

株主資本    

資本金 8,517 8,574 

資本剰余金 4,053 4,107 

利益剰余金 1,797 2,843 

自己株式 △3,304 △3,304 

株主資本合計 11,063 12,221 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 499 46 

為替換算調整勘定 1,588 1,311 

退職給付に係る調整累計額 △2 △1 

その他の包括利益累計額合計 2,086 1,356 

新株予約権 69 26 

非支配株主持分 1,568 1,470 

純資産合計 14,787 15,074 

負債・純資産合計 19,450 19,502 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

営業収益    

委託者報酬 588 1,330 

投資顧問料 1,929 2,484 

その他営業収益 321 589 

営業収益計 2,840 4,404 

営業費用及び一般管理費 2,502 3,073 

営業利益 337 1,331 

営業外収益    

受取配当金 1 1 

受取利息 67 55 

為替差益 70 － 

雑収入 5 33 

営業外収益計 145 89 

営業外費用    

支払利息 15 20 

為替差損 － 28 

雑損失 5 4 

営業外費用計 21 54 

経常利益 461 1,367 

特別利益    

投資有価証券売却益 － 518 

特別利益計 － 518 

特別損失    

投資有価証券評価損 26 13 

子会社清算損 7 － 

海外子会社特別退職金 36 － 

特別損失計 70 13 

税金等調整前四半期純利益 391 1,872 

法人税、住民税及び事業税 194 441 

法人税等調整額 △302 △160 

法人税等合計 △107 281 

四半期純利益 499 1,591 

非支配株主に帰属する四半期純利益 17 34 

親会社株主に帰属する四半期純利益 481 1,556 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

四半期純利益 499 1,591 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 116 △453 

為替換算調整勘定 411 △394 

退職給付に係る調整額 0 0 

その他の包括利益合計 528 △848 

四半期包括利益 1,027 742 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 903 826 

非支配株主に係る四半期包括利益 124 △83 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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